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●お子さまの安全のため、こ使用前に必す本

書を読み、十分こ理解のうえ、記載された

内容に従い正しくお使しヽくださしヽ。

●本書は、ジュニアシー ト座画下に保管して

ください。(9ページ参照)

0こ のジュエアシー トは、ヨーロッパ基準

ECE R44/① 3を取得してしヽます。
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安全にお便いいただくために

このたびは、コンビジュニアシー トを

お買い上げいただき、ありがとうこざ

しヽました。こ使用の前に、この取扱説

明書をよくお読みのうえ、正しくお使

いください。

ロジュエアシートは、交通事故などの場合 日

iに お子さまの傷書を軽減することを目的 i
日としてぉり、必すしも事故からお子さま B

:を 無傷で守るものではありません。  :は
じ
め
に
お
読
み
く
だ
さ

い

お便いいただけるお子さまの条件

次の条件をすべて満たすお子さまにお使いいただけます。

●体重 :1 5kg以上～36kg未 満のお子さま。

(参考年齢…3才 ころ～11才 ころ)

0身 長 :1 00crln～1 45crn程度のお子さま。

(ジュエアシー トに座り、後頭部がヘッドレストから上に出た場合は、座画部のみで使用

してください)

3点式シー トベル ト

(肩ベル ト)
3点式シートベルト

(1要ハWレ ト)

15k宮

使用禁止 |

25kg

|

3点式シートベルト専用

3点式シー トベルトが装備されている座席に取り付けてく

ださい。                       腰 ベルト
●3点式シートベルトとは 図 のように、腰ベルトの左右と肩ベル

トの3点で体を支えるシートベルトのこと。

2点式シートベルト装備の座席、エアバッグ装備の座席など、「取

り付けできなしヽ座席」では、安全が確保できません。

肩ベルト



取り付けできない座席

次の条件のいすれか 1つでもあてはまる場合は、その座席ではお使いいただけません。

●シー トベル トの付い

ていない座席。

●進行方向に対 して横

向き、または後向き

の座席。

●座面の奥行きが

40cm未 満の座席。

●エアパック装備の座

席。

サイ ドエアパッグの

みの車に|よ使用でき

ます。

●パッシブシー トベル ト

の座席。 (オー トマ

チックシー トベル ト

車の座席に座つてドアを

閉めると、自動的にシー

トベルトを装着してくれ

る装置のこと。とくに輸

入車にみられます。

●座面の凹凸が極端で、

取り付けたときに不安

定になる座席。

●2点式シートベルトの

座席。

●極端なバケ ッ ト

シート。(座画の中

央が極端にへこん

でいる座席)

は
じ
め
に
お
読
み
く
だ
さ

い

ジュエアシートは、前座席 ・後座席ともに取り付けられますが、より安全な後座席ヘ

の取り付|ナをおすすめいたします。
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は
じ
め
に
お
読
み
く
だ
さ

い

安全にお便いいただくために

ここに示した注意事項と、お子さま、車の座席の条件は、ジユニアシ
ートとしての機能を

発揮させて、安全に正しくお使しヽいただくためのものです。「危険」、「警告」、「注意」の表

示は、これらの注意事項が守られなかつた場合に予想される、危害
・損害の、切迫度や大

きさにより区分したもので、大変重要な内容です。必すお守りください。

△ 危険

表示 表示の内容

△ 危険
誤つた取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う危険が切迫して生じることが想

定される内容です。

△ 警告 誤つた取り扱しヽをすると、人が死亡または重傷を負う可能性
が想定される内容です。

△ 注意 誤つた取り扱しヽをすると、人が傷害を負つたり、物的損害が起こる可能性があります。

次のような使いかたは、ジュニアシ
ートが本来の機能をはたさす、危険をまねくおそれがあります

●使用条件に適合しないお

子さま 座 席などでは使

用しないでくださしヽ。

●お子さまがジユニアシー

トの上で立つたり、中l要

になつたり、正座をしな

いようにしてください。

●お子さまを座らせたとき

には、 シー トベル トが

正しい位置で調節され

ていることを確認して

くださしヽ。

●取扱説明書どおりにしっ

かりと取り付けできない

とき|よ、使用しないでく

ださい。

●エアパッグ装備の座席で

|ょジュニアシートを使用

しないでください。衝突

時、エアパッグの作動に

より大きな衝撃を受け、

危険です。エアバッグの

装備されてしヽなしヽ座席で

使用してくださしヽ。

沌
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△ 警告

次のような便いかたは、ジュエアシートが本来の機能をはたさす、危険をまねくおそれがあります

●お子さまを車内に 1人で

放置しなしヽでくださしヽ。日

差しの強しヽ日などに|よ車

内の温度が高くなり、お子

さまが脱水症状になるお

それがあります。また予期

せぬ事故のもととなりま

す。必す保護者が同乗して

使用してくださしヽ。

●衝突事故や製品を落下さ

せたときなど、]度でも

強い衝撃を受|ナた場合

|よ、外見上の破損がなく

ても絶対に使用しないで

くださしヽ。

●シートベルトをたるんだ状

態で使用しないでくださ

い。衝突時などにお子さま

が飛び出すおそれや、ベル

トが首に巻きつき、室息す

るおそれがあります。

●チャイルドシート固定機

能付きシートベルトの場

合、固定機能を働かせな

いでください。お子さま

が締めつ|ナられ、胸が圧

迫されます。(P]3参照)

は
じ
め
に
お
読
み
く
だ
さ

い

次のような使いかたは、同乗している方やお子さまに、危険をまねくおそれがあります

●お子さまが座つてしヽなしヽ

ときでも、ジュエアシート

は必すシートベルトで取

付けしてくださしヽ。急ブ

レーキをかけたときなど、

車内に転がり、運転の妨げ

となることがあります。

●シフ働 い胡 キ ングブ

レーキなどの操作に支障を

きたす場合は、後座席に取

り付けてくださしヽ。

●2ド アや3ド アの車で後

座席に人が乗る場合に|よ、

助手席に|よ取り付|ナなしヽ

でくださしヽ。緊急時の脱出

の妨げになります。
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安全にお使いいただくために

注意

は
じ
め
に
お
読
み
く
だ
さ
い

●直接日光が当たると、本体やシートベルトの差

込み金具などが熱くなり、やけどをするおそれ

●通常の椅子として使用

しないでくださしヽ。座

面と背f」たれが固定さ

れていなしヽので、転倒

するおそれがありま

す。

●風雨にさらさなしヽでく

ださしヽ。

●シートクッシ∃ンをは

すしたまま使用しない

でくださしヽ。また、本

製品以外のものと取り

替えたりしなしヽでくだ

さい。(安全性能に影響

を与えるおそれがあり

ます)

●固定されてしヽない物を車

内に置かないでくださ

い。急ブレーキや衝突時

にお子さまなどに当たる

おそれがあります。

●組み立てたジュニア

シー トを運ぶときは、

座画部から背もたれが

|よすれることのないよ

う、しつかりと支えて

くださしヽ。

●走行中|よ、各部の操

作や調整をしないで

ください。
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日常の点検

ジュエアシー トの本来の機能を果たすため、お子さまを乗せた後で、下記の事項を点検し
てください。

ベルトガイドが、正しい位置
にくるように、ヘッドレスト
の高さが調節されてしヽるこ
と。

車の座席とジュニアシートの
間のすき間が、できるだけ小
さいこと。

シートベルトの差込み金具が
しっかりとバックルに差し込
まれていること。

背もたれをはすして使用する場合には

シートベルトに、ねじれやた
るみがないこと。

腰ベルトがお子さまの腰骨を
押さえてしヽること。

は
じ
め
に
お
読
み
く
だ
さ
い

シートベルトに、ねじれやた
るみがないこと。

車のヘッドレストがはすされ
てしヽなしヽこと。

腰ベル トがお子さまの腰骨を

押さえてしヽること。

シー トベル トの差込み金具が
しつかりとバックルに差し込

まれていること。

緊急時の脱出

″
ロ ロ ~ ~ H 口 “ ~ “ 口 “ ― H 口 “ ― H ロ ー ー H ロ ー ー ロ ロ

、

日
露鷲廷ど香予

時は、保護者の方がシートベルトをはすし、お子さまを車外に脱出させ
l

ヽ口 H _ _ 口 “ _ 口 " ― “ ― 口 “ ― ― ロ ー ー ー H ― ― ― 口 “ ブ
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は
じ
め
に
お
読
み
く
だ
さ
い

置使用になる前に

お子さまの成長に含わせて、ヘッドレストを上下させたり、首もたれと座面部を分離する

ことにより、体重1 5kg(3才ころ)～36kg(11才 ころ)までお使いいただけます。

体重 15k宮～25kgま で

身長 100Cm～ 130cmま で

(参考年齢…3才 ～8才 ころまで)

背もたれの付いた状態で使用します。

肩ベル トとヘッドレストの高さが調節で

きます。

体重 22k宮 ～36k目 まで

身長 120cm～ 145cmま で

(参考年齢…フ才～ 11才 ころまで)

背もたれを取りはすし、座席部のみで使

用します。大人用のシートベルトが体に

フィットするように、座高を上げる役目

を果たします。

ジュエアシート卒業の目安

身長が]45omを 超えたお子さま|よ、車のシ
ート

ベルトのみでこ乗車いただけます。

※シ∃ルダーベルトがしつかり肩にかかること

をこ確認ください。

フ



組み立て前に下言この告部品がそろつていることを確認してください。

〔梱包品〕ジユエアシート座画部………1
ジュエアシート背もたれ ……1

取扱説明書(本書).……………] は
じ
め
に
お
読
み
く
だ
さ

い

図のように、座画部の差込み穴に

背もたれの下端を合わせます。

背もたれを前後に押して、下端が

確実に接続されてしヽることを確か

めます。

背もたれの下端を差込み穴に差込

みながら、背もたれを立てます。
※このとき、座画部のシートクッシ∃ンカWよ

さまらなしヽようにしてくださしヽ。

8

組み立てたジュニアシートを運8 とヽき|よ、座面部から背もたれがはすれることのなしヽよう、

しつかりと支えてくださしヽ。



は
じ
め
に
お
読
み

十
く
だ
さ
ぃ

ヘッドレス

シートクッシヨン

ベルトガイド

背もたれ

アームレスト

調節レパー
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便いかた

車の座席のヘッドレストが取りはすせる場合は、取りはすしてください。

車の座席の形状などにより、取り付けできない場合があります。2ページをこ覧ください。

ハ公
整言生回

2ドア、3ドア車で後座席に人が乗車する場合は、助手席にはジュエアシートを取り付|サな

しヽでくださしヽ。緊急時の脱出の妨げになります。

ジュエアシー トを前向きに車の座席に

置きます。

シートベルトの肩ベル

トの高さ位置が調節で

きる場合は、下に下げ

取り|よすせる場合|よ車

の座席のヘッドレスト

は取り|ますします。

ます。

前向き

(車の走行方向)

便
い
か
た

△
危
険

●エアパッグが装備された座席ではジュニアシートを使用しなしヽでください。衝突時、エア

バッグの作動により大きな衝撃を受け、危険です。エアバッグの装備されていない座席で

使用してくださしヽ。

●座席の種類などにより、ジュエアシートをしつかり取り付けられない場合は、使用しなしヽ

でください。本来の機能を|よたさす大変危険です。
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便
い
か
た

使いかた

ジュエアシー トの背もたれと車の座席の間のすき間が、できるだけ小さくなるように調節

してください。

△
警
一告

事の座席がリクライニングできる場合は、できるだけ立てて使用してください。極端に倒した状

態で使用すると、事故などの衝突時に本来の機能をはたさす、危険です。

車の座席角度に合わせて、15°前後の

傾きで使用してください。

角度を確かめるとき|よ、本書裏表紙の

角度チェッカーをこ利用ください。

ジュエアシー トは、シー トベルトを締めていない状態では不安定です。1呆護者の方の補助

なしでお子さまが1人で座られると、車の座席からすれ落ちたり倒れたりするおそれがあり

ます。必す保護者の方がジュエアシ
ー トに座らせてください。

お子さまを、ジュエアシー トに深く座らせてください。

△

彊則

背もたれと座面の間に衣服を挟むおそれがあります。注意してください。

お子さまを図のように座ら

せると、ジュエアシートが

本来の機能をはたさす、危

険です。

中8要 正 座 立 てひざ

△
撃
一一告

などをする。

お子さまが、体を

左右どちらかに1頃

けて座つている。



警
生
ロ

●ベルトガイド部は、車のシートベルト(肩ベルト)がお子さまの正ししヽ肩の位置で締められるよう

に調節するものです。お子さまの成長に伴しヽ、ベルトガイド部が低くなつたときには、ヘッドレ

ストの高さを調節し直してください。

●お子さまの後頭部が、ヘッドレストの一番高しヽ位置よりも上に出る場合|よ、背もたれを取りはすし

てこ使用くださしヽ。(16ページ参照)そ のまま使用すると、事故などの衝突時に、大変危険です。

ベルトガイド(ヘッドレスト)の高さの目安

ベル トガイ ドを、お子さまの肩の高さよりも、少し上の位置にしてください。

ベルトガイド

の高さ

お子さまの

肩の高さ

ベルトガイド(ヘッドレスト)の高さ調整

使
い
か
た

ベル トガイ ド ベルトガイド

lqす‖讐統採雪
をか

②調節レバーを引きます。

ヘッドレス ト

2系響己継 ぉそ七
ください。

3習慰誓介石ス盲ゼ蓄誓栓欝
します。(ヘッドレス トを上

下に動かして、動かなしヽこ

とを確認してくださしヽ。)
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使いかた

△
危
険

●3点式シートベルトの座席に取り付けてください。2点式シートベルトの座席には、使用

しなしヽでくださしヽ。

●お子さまが座つていないときでも、ジュニアシートは必すシートベルトで取り付けてくだ

さい。急ブレーキをかけたときなど、車内に転がり、運転の妨げとなることがあります。

△

警
告

●チャイルドシート固定機能付きシートベルトの場合、固定機能を働かせなしヽでくださしヽ。

お子さまが締め付けられ、胸が圧迫されます。(詳しくは、下の表をこ覧くださしヽ。)

●シートベルトがたるんだ状態で使用しなしヽでください。ベルトが首に巻きつき、窒息する

おそれがあります。

●車のシートベルトに傷がある場合は、その座席に取り付|ナないでくださしヽ。

シートベルトの種類と号寺徴 (ジュニァシートは3点式のみでご便用いただけます)
使
い
か
た

●2点式シー トベル トとは

図のように、腰ベル トの左

右の2点で体を支えるシート

ベルトのこと。

腰ベル ト

●3点式シー トベル トとは

図のように、腰ベル トの左

右と肩ベルトの3点で体を支

えるシートベルトのこと。

シートベルトの種類 特 徴 取り付け上の注意点

● EL日付きシートベルト
EL日とは緊急ロック

式ベル ト巻き取り装

置のことです。

通常|よ、ゆつくりと引くとベルト
が自由に出入りし、急ブレーキや
衝突などの衝撃を感畑したときだ
け固定機能が働き、ベルトが固定
されるシートベルトです。

ジュエアシー ト
は、2点式シート
ベル トでは、使
用できません。

●A/ELR付 きシートベ

)レト

(チャイルドシート固
定機能付きシー トベ

ブレト)
A/ELRと はAL日とし
て使用できるELR巻き
取り装置のことです。

通常は、ELRベ ル トとして機
能しますが、ベル トを全部引
き出すとELR機 能が解除さ
れ、ベル トを戻すと自動的に
ロックされるシー トベル トで
す。また、ベル トをすべて戻
したときに|よELR機 能に戻り
ます。

シー トベル トを
全部引き出した
状態では危険で
す。ベル トを戻
してチャイル ド
シー ト固定機能
を解除してくだ
さい。

●ALR付 きシー トベル
ト
AL日とは自動ロック
式巻き取り装置のこ
とです。

ベルトを引き出す途中で止め
るとロックされ、それ以上引
き出されなくなるシー トベル
トです。

ジュエアシートを
固定するのに十分
なシートベルトを
引き出して固定し
てください。

● NL日付きシートベルト
NLRと |よ非ロック式巻

き取り装置のことです。

ロック機能のなしヽ巻き取り装
置のことで、任意の位置で長
さ調節して使用します。

ジュエアシー ト
に合わせてシー

トベル トの長さ
を調整し、固定
してください。

●マニュアル式シー ト
ハ判レト

巻き取り装置の付いてしヽない
シートベルトのことです。

※シートベル トの種類が不明な場合は、こ使用の車の取扱説明書をこ覧くださしヽ。



ベル トをアームL/ストの下に通し

ます。

その際、必す腰ベル トがお子さま

の腰骨にかかるように締めてくだ

さい。

肩ベル トが、お子さまの肩よりも少し高い位置を通つてしヽることを確認して

ください。

肩ベル トがお子さまの肩よりも下から出てしヽる場合には、「ベル トガイ ド

(ヘッドレス ト)の高さを調節する」(12ページ)をこ覧になり、ベル トガイド
の高さを調節してくださしヽ。

このとき肩ベル トがお子さまの首にあたらないよう、十分注意してください。

差込み金具を反対狽」のアームレス

トの下倶」に通し、『カチッ』と音が

するまで、しつかりとバックルに

差し込みます。

差込み金貝

シー トベルトに、ねじれやたるみ
がなしヽことを確認します。

ねじれ、
たるみ

使
い
か
た

ベルトガイド

アームレス ト

ノミックサレ

1 4



便いかた

取り付けが終わつたら、ジュニアシー トが正しく取り付けられているか、次のことを確認

してください。

ベル トガイ ド(ヘッドレスト)の高さが正しく

調節されていること

便
い
か
た

●車の座席とジュエア

シー トの間のすき間

が、できるだけ小さ

いこと。

●差込み金具が、パッ

クルにしつかりと差

し込まれているこ

と。

肩ベル トがお子さま

の首を圧迫していな

いこと。

シー トベル トがお子

さまの体に密着して

いて、ねじれやたる

みがないこと。

シー トベル ト(腰ベ

ル ト)がお子さまの

腰骨を押さえている

こと。

△
筆
三
ロ

これらの項目をチェックし、しつかりと取り付けられていなしヽ場合は、再調節してくださ

い。それでもしっかりと取り付けられなしヽ場合は、その座席では使用しないでください。本

来の機能をはたさす、危険をまねくおそれがあります。

●シー トベル ト(肩ベル ト・腰ベル ト)が

アームレストの下を通つていること。

1 5



背もたれをはすして使うには

背もたれをはすす目安

次の3つのいすれかで]つでもあてはまつた場合は、背もたれを|よすして座画部のみでこ

使用くださしヽ。

●お子さまの頭が背もたれよりも上に出た場合

●お子さまの体重が22kgを超えた場合

●お子さまの身長が]30cmを 超えた場合

1背

もたれを後ろに倒します。

2
背もたれを、差し込み穴から引き

抜きます。

首
も
た
れ
を
は
す
し
て
使
う
に
は

1 6



１

２

背もたれをはすして使うには

座画部を座席に置き、その上にお子さまを座らせます。

大人と同じように、3点式シー ト
ベル トを締めます。

腰ベル トを左右のアームレス トの

下に通し、差込み金具を「カチッ」

と音がするまで、しつかりとバッ

クルに差込みます。肩ベル トをお

子さまの肩にか|すます。

車のシー トベル トの肩ベル トの高

さ位置が調節できる場合|よ、お子

さまの肩にかかるように調節しま

す。

※図のようにシー トベル トがお子さまの

肩にかからなしヽ場合、ジュニアシー トを

左右に移動してください。

(シー トの形状によりすらせない場合が

あります)

シー トベル トがお子さまの体に密

着して、ねじれやたるみがないこ

とを確言忍します。

４

背
も
た
れ
を
は
す
し
て
使
う
に
は

背もたれをはすして使用する場合は、車の座席のヘッドレストをはすさないでください。
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取り付けが終わつたら、ジュエアシ
ー トが正しく取り付けられているか、次のことを確認

してください。

●車の座席のヘッド

レストがはすされ

ていないこと。

●差込み金具が、

ブヾックルにしつか

りと差し込まれて

いること。

●シー トベル トがお子

さまの首を圧迫して

いないこと。

●シー トベル トがお子

さまの体に密着して

いて、ねじれやたる

みがないこと。

●シー トベル トがお子

さまの腰骨を押さえ

ていること。

背
も
た
れ
を
は
す
し

て
使
う
に
は△

望
一一告

これらの項目をチェックし、しつかりと取り付けられてしヽない場合|よ、再詞節してくださ

い。それでもしつかりと取り付|ナられなしヽ場合|よ、その座席で|よ使用しないでください。本

来の機能を|よたさす、危険をまねくおそれがあります。

●シー トベル ト(肩ベル ト・腰ベル ト)が

アームレストの下を通つていること。
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お手入れのしかた

シー トクッションの取りはすしかた

△

注
意

シートクッションをはすしたまま使用しないでください。また、本製品以外のものと取り替

えたりしないでください。(安全性能に影響を与えるおそれがあります)

1著忌季石≧手。
座画部と背もたれ

2昏甲IB霧型?プ す雪う啓最
18恵

すします。

3今ゲ    ?量生ヽト
クッションを取り|よすします。

フック

フック

止め具

フック

発ラ包材4事己客r亨璽?ヌ 写雪う啓最唇
|よすします。

その際、ヘッドレストから取りは

すした発泡材を紛失しないように

してくださしヽ。

９

お
手
入
れ
の
し
か
た
　
１



シートクッションの取り付けかた

１

２

３

座画部、背もたれ、ヘッドレス トにシー トクッシ∃ンをか8 せヽます。

シー トクッションを、座画部4カ所、背もたれ8カ所、ヘッドレスト6カ所の
フックに引つか|ナます。

ヘッドレス ト背画の止め具を留めます。

(車のシートを傷つけるおそれがありますので、止め具の裏表をまちがえない

ようにしてくださしヽ。)

シー トクッションの洗いかた

シー トクッションを洗濯するときには、次のことを守つてくださしヽ。

液温は30℃ を上限として手洗い
してください。勘 漂白斉」は使用しなしヽでください。

アイロン掛けはしないでくださしヽ。
ドライクリーニングはしないでく
ださしヽ。

手絞りの場合は弱く、洗濯機脱水の場
合|よ短時間で行つてくださしヽ。強く絞
ると、シワが残ることがあります。 rε ラト  日

陰で平千ししてください。

※蛍光増白斉」を含まない洗斉」を使用してください。

本体のお手入れのしかた

通常は、かたく絞つた布で水8 きヽしてください。汚れがひどしヽ場合は、中性洗斉Jを水で薄

めた液で汚れを落としてから水ぶきし、国陰で乾燥させてください。

Λ全
筆言生Ｈ

中性洗斉」を原液で使用したり、ガソリン、ベンジンなど有機溶斉」の使用|よおやめください。

本体を傷めるおそれがあり、危険です。

お
手
入
れ
の
し
か
た
　
ｏ２
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本体 取扱説明書

長期間使用しないときは、車から降ろし、

風通しが良く、お子さまの手の届かない場

所に保管してくださしヽ。

取扱説明書 (本書)は、よくお読みのう

え、座画部の底画に挟み込んで保管して

くださしヽ。

製 品 サ イ ズ

製 品 重 量

ケ ー ス サ イ ズ

ケニス入り重量

材     質

:3.4kg

:(VV)658× (D)468× (H)286mm

:4.4kg

:・本体…ポリプロピレン

・シー トクッション

表生地…ポリエステル、綿混紡

クッシヨン材…ウレタンフォーム、発泡材

保
管

の
し
か
鞠
響
一
一品
仕
様

　

創
，

・



C,MBI

コンビ   ′
マキシヨシ′″

′

ジュエア′/

ジュエアシー トを車に取り付けたときの、

正しい角度の目安としてこ利用ください。

ジュエアシートを車の座席白度に合わせて、
15度前後に傾けます。

図のように、本書をジュエアシー トの背も
たれに合わせます。

赤いラインが垂直になつたら、約15度の角
度です。

15°

コンピ株式会社
製品にお気づきの点がこざいましたら、 「お客様相談室」までご連絡ください。

お客様相談室/〒 339-0025 埼 玉県岩槻市釣上新田2フ]

TEL (048)フ 97-1000  FAX (048)フ 98-6109

お客様相談室/〒 542-0081 大 阪府大阪市中央区南船場2‐卜10

(西日本担当)TEL(06)6263-4031   FAX (06)6263-4533

DRU 0099-12/00 0012


